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タイにおけるHIV/AIDS流行の現状

行動疫学調査と血清疫学調査の連携の重要性

山本 太郎 門司 和彦

目的　近年，タイで陸軍新規徴募兵のHIV感染率低下が報告されている。1980年代後半からの爆発的なエ

イズ流行に見舞われたタイにおける始めての感染率低下報告である。タイにおけるHIV/AIDS流行の

状況やエイズ予防対策については今までにもいくつかの報告があるが，本論文では1993年以降新たな

局固に入ったHIV/AIDS流行の現状を報告する。と同時に，血清疫学調査と行動疫学調査の連携によ

る疫学調査の重要性について言及する。

方法　タイにおける健康水準と経済水準について言及し，さらに，エイズ・サーベイランス・システムにつ

いてタイの現状をまとめてみた。また，現左までに行われたタイでのエイズ予防活動の流れとエイズの

現状をまとめ，一方で，積極的に行われている予防活動の評価を紹介した。

考察　予防対策評価は二つの評価を必要とする事になる。一つは予防対策によって人々の間に行動変容が見

られたかどうかといったことを評価しなくてはならず，二つ目は，その行動変容によってHIV新規感

染の減少が見られたかどうかを評価しなくてはならない。そのためには，経年的行動疫学調査により人

々の行動変容をモニターし，量的，質的変化を追跡し，行動変容の有無について評価を行い，さらに，

血清疫学調査によって得られた各集団の感染率の変化に関する知見を得る必要がある。また，予防対策

を改善し，効果的に遂行していくためにも，血清疫学調査と行動疫学調査の連携の結果得られた情報は

有意義なものとなる。
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